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三田慶南町会 危険個所

歩道の放置自転車

消防車が入れない狭い道 急峻な崖

ゴミの不法投棄

震災復興まちづくりワーク
ショッで危険箇所などを歩
いて確認



停電
•発災直後から３日間は広範囲で停電となる

•避難所の発電機も燃料が枯渇してすぐに使えなくなる

•発電所の停止など電力供給不足により計画停電が長期化する可
能性が高い

スマホなどのバッテリーが切れて家族との連絡が困難

ポンプで貯水槽に水を汲み上げているビルは断水となる

エレベータの停止により高層階の住民は孤立する

酷暑の季節は熱中症の危険が高まる



断水・ガス供給停止
•発災直後から断水となり、復旧は限定的

•ガスは安全装置が作動し、広範囲に供給が停止

•本管に損傷があると復旧までに数カ月かかる可能性が大きい

トイレが使用できないのは精神的にもつらい

寒い季節に温かい食事がとれない

真夏にシャワーも浴びることができない

充分な飲料水の備蓄がなければパニックになる



スマホ・インターネットの影響
•輻輳により携帯電話の通話が繋がりにくくなる

•メール、SNSの大幅な遅配が発生する

•多くの携帯基地局で非常用電源が枯渇して不通地域が拡大する

•電源を利用する電話機、ルータは使えなくなる

インターネット網は蜘蛛の巣のように張り巡らされているの

で、電気、水道、ガスより復旧は早いと思われる。

古いタイプの固定電話機は繋がる可能性がある



防災の三助
•自助

•自分と家族の命や財産を守るために、自ら防災に取り組むこと

•共助
•近隣住民や被災者と互いに助け合うこと

•公助
•行政による公的な支援



三田中学校の非常食備蓄数 6,000食

⇒これは、1日3食3日分として６６７人分
芝地区総合支所管轄の人口 約42,500人

人口の約2%程度分しか備蓄はないと考えよう

在宅避難が基本
•住まいが倒壊しない限り、在宅避難が基本。

•三田中学校などは帰宅困難者、住居を失った方で大混雑

最低７日分の食料・水・簡易トイレを備蓄しましょう！

自助



食料 ７日分

飲料水 ７日分

簡易トイレ ７日分

カセットコンロ

ラジオ

懐中電灯

ヘルメット

寝室にシューズ

スマホ充電器

救急箱・常備薬

防寒具（酷寒時期）

炎熱対策（猛暑時期）

ポリタンク

スペアの眼鏡・老眼鏡

用意すべき備蓄品 自助



これは用意したほうがいいと思う

キャスター付き ポリタンク

給水車から自宅まで、水を運ぶのは
結構大変だ

ベットサイドには上履きを

真っ暗な中で、自宅は割れたガラスや
食器の破片だらけ

余震が続くと

外でも、自宅でも何が落ちてくるか
分からない

自助



町会 防災備蓄品 共助



皆さまのスマホを充電します 共助

カセットボンベ 発電機 100V充電式 蓄電器 ソーラパネル充電式 蓄電器



スタンドパイプで初期消火
同時多発的に発生する火災に対して消防車は期待できない

自分たちで初期消火をしなければならない

共助

ホースの長さは約４０メートル



消火栓の場所



防災ラジオで緊急地震速報、気象の
特別警報などの情報を得ることがで
きます。

ラジオは停電時にさまざまな情
報を受信できる貴重な情報機
器です。
一家に一台備えましょう！

公助



家具転倒防止 対策 公助



災害用伝言ダイヤル １７１ 公助



本日のまとめ


